
         

奈良女子大学共催講座のご案内 

〈奈良女子大学のご案内〉 

平成29年度前期（4月～9月） 

前身は官立・女子高等師範学校（女高師）。 明治以来、女子

教育の国立トップ校でした。 

その伝統を受け継ぎ、文・理・生活環境（旧 家政）の3学部お

よび大学院にて、女性リーダーの養成、最先端の研究・教育

を行っています。 

※価格は、消費税を含んだ税込価格を表示しています。 

【文学部】 
人文社会学科 言語文化学科 人間科学科 

1日・短期講習会カリキュラム 

【理学部】 
数物科学科 化学生命環境学科 

【生活環境学部】 
食物栄養学科 心身健康学科 

情報衣環境学科 住環境学科 生活文化学科 

【大学院】人間文化研究科 

〈博士前期課程〉 

国際社会文化学専攻 言語文化学専攻 人間行動科学専攻  

食物栄養学専攻 心身健康学専攻 生活工学共同専攻 住環境学専攻 生活文化学専攻  

数学専攻 物理科学専攻 化学専攻 生物科学専攻 情報科学専攻 

〈博士後期課程〉 

比較文化学専攻 社会生活環境学専攻 共生自然科学専攻 

生活工学共同専攻 複合現象科学専攻  

〒630-8506 奈良市北魚屋東町 TEL：0742-20-3204 FAX：0742-20-3205 HP：http://www.nara-wu.ac.jp 

【 受講料 】 

各１回 会員 1,188円、一般 1,620円 

奈良女子大学記念館の向こうに東大寺大仏殿を望む 

日時 講習会 

5月13日（土） 
10：30～12：00 

邪馬台国論争の真実－魏志倭人伝の新しい読み方－ 

6月10日（土） 
10：30～12：00  

正倉院展のPR－2005年の「事件」を読み解く 

7月8日（土） 
10：30～12：00 

“正しい”言葉と“誤った”言葉 

8月26日（土） 
10：30～12：00 

都市伝説－近世怪談にみる環境・文化・情報－ 

9月9日（土） 
10：30～12：00 

『萬葉集』の和歌のことば 

【 会 場 】 近鉄文化サロン阿倍野 



※価格は、消費税を含んだ税込価格を表示しています。 
※各講座とも、開催場所は近鉄文化サロン阿倍野です。 

06-6625-1771 
お申込み・お問合せは「近鉄文化サロン阿倍野」まで  

掲載講座 

専用ダイヤル 

ホームページへのアクセスはこちら 

〒545-0052  大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階 
〔受付時間〕10：00～20：00（日曜・休講日は10：00～17：30） 
 
※休講日 4/29（土・祝）～5/5（金・祝）、8/12（土）～8/16（水）、
8/31（木）、9/29（金）、9/30（土） 
※8/13（日）～8/15（火）は受付業務を休ませていただきます。 

1日・短期講習会 ※入会金は 
 不要です。 

［受講お申込みは］ 
● 
 
● 
 
 
● 
 
● 

 
事前にご予約のうえ、実施日の5日前までにご入会手続きをお済ませく
ださい。 
近鉄百貨店外商部お得意さま、KIPSクレジットカード会員さま、近鉄友
の会会員さま、満65歳以上の方は会員価格でご受講いただけます。 
※受付にて会員手続きが必要です。 
各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。※ただし、一定
の人数に満たない場合は、講座を中止させていただくこともございます。 
お支払いには、コンビニ振込みがご利用いただけます。（振込手数料
別途）詳しくは、お申込み時にご確認ください。   
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毎年秋に奈良で開催される正倉院展。その入場者数は2003年前後には約13～4万人でした。決して少なくはないのですが、2005年に突如増加し現在に至って

います。要因は積極的な広報展開にありました。それはまさに広報メディア史上の「事件」ともいえる出来事だったのです。だれがどんなコンセプトで何をしたのか。

当事者への取材と資料にもとづき社会学的な視点から読み解いていきます。 

【講    師】 

【時    間】 

研究院 人文科学系 人文社会学領域 教授／文学部 人文社会学科 文化メディア学コース 教授 

10：30～12：00 

小川 伸彦 
【受  講  料】 会員 1,188円、一般 1,620円 

正倉院展のPR－2005年の「事件」を読み解く 

私たちが日々の生活を送るうえで、言葉は欠かすことができませんが、「やかんをわかす」（＝やかんの中の水を沸かしてお湯にする）、「自転車をこぐ」（＝自転車の

ペダルをこぐ）、など、よく考えると妙な表現があります。なぜ、このような言い方をするのでしょう。言葉の「正しい／間違い」とは何なのか、考えてみたいと思います。 

【講    師】 

【時    間】 

研究院 人文科学系 言語文化学領域 准教授／文学部 言語文化学科 日本アジア言語文化学コース 准教授 

10：30～12：00 

尾山 慎 
【受  講  料】 会員 1,188円、一般 1,620円 

“正しい”言葉と“誤った”言葉 

『魏志倭人伝』の記事には不可解な謎がある。これが邪馬台国論争の出発点ですが、実は同記事には何の不可解さもない、というのが私の意見です。当然邪馬台国とは大

和国のことです。しかもそう考えた時、この国の歴史がこれまでとは全く違って見えてきます。その新しい日本史の見方を提示したいと思います。 

【講    師】 

【時    間】 

副学長 

10：30～12：00 

小路田 泰直 
【受  講  料】 会員 1,188円、一般 1,620円 

邪馬台国論争の真実－魏志倭人伝の新しい読み方－ 

近世の大都市・江戸で巷間に流布した怪談を検討しながら、大都会の環境や想像力、情報伝達の有様をお話したいと思います。 

【講    師】 

【時    間】 

研究院 人文科学系 人文社会学領域 教授／文学部 人文社会学科 文化メディア学コース 教授 

10：30～12：00 

内田 忠賢 
【受  講  料】 会員 1,188円、一般 1,620円 

都市伝説－近世怪談にみる環境・文化・情報－ 

最近、巷で関心の集まっている「やまとことば（大和言葉・和語・倭語）」。古来から日本にあった日本固有語を指して言われているようです。では、日本最古の歌集

である『萬葉集』の和歌は、「やまとことば」だけで作られているのでしょうか。本講座では、そのような、上代びとの用いた和歌のことばについてお話しいたします。 

【講    師】 

【時    間】 

研究院 人文科学系 言語文化学領域 教授／文学部 言語文化学科 日本アジア言語文化学コース 教授 

10：30～12：00 

奥村 和美 
【受  講  料】 会員 1,188円、一般 1,620円 

『萬葉集』の和歌のことば 
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